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　本会議や委員会を傍聴したり、議会
だよりや議会ホームページをご覧いただ
いたりして、意見や提言の提出などをし
ていただきます。

【応募資格】次の①②の要件を満たしている方
① 18 歳以上の市内在住・在勤・在学している方
　( ただし、公務員は除く )
②議会の仕組みとその運営、市政や地域社会の

発展に関心のある方
【募集人数】　15 人以内
【任　　期】　平成 30 年２月６日から1 年間　
　　　　　　※ 報酬なし ( 図書カード進呈 )

【募集期間】　平成 29 年 10 月 10 日（火）〜
　　　　　　平成 30 年１月 18 日（木）

【申し込み】
｢ 応募票 ｣ に住所、氏名、年齢、性別、職業、

応募理由、自己アピール等を記入して、議会事務
局へ直接持参、郵送、ＦＡＸ、電子メールで応募
してください。応募票は議会事務局で配布してい
ます。ホームページからダウンロードもできます。
※議会事務局の住所、ＦＡＸ、電子メール、ホー

ムページは、20 ページの欄外をご覧ください。
【選考方法】

書類選考の上、決定し、結果は応募者全員へ
通知します。
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①
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す
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３
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す
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す
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。
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本田　哲 議員

市民の税金を使ってまで
実施すべきか、再考を

本年度の海外派遣の実施検討に当たっては、議
長が事前に各会派への聞き取りを行い、議会運営
委員会の場で訪問行程案が示され、今までの在り
方からは大きく前進したものと評価する。
しかし、本会議最終日に示された行程案は、ま
だ変更もあり得るとのことで、公費で議会から派
遣するに足る事業なのかを判断することはできない。
今年の派遣目的である、昨年の市制施行 50 周

年来訪に対するお礼は市代表団だけで十分役割が
果たせること、姉妹都市提携 25 周年記念行事は
表敬訪問と夜の歓迎夕食会だけで、特別な提携に
おける新たな式典、手続き等もないこと、中学生
の相互交流の再開については国際交流協会がやる
べき仕事であること、これら目的について考慮した
結果、議会予算を使って訪問団を派遣することに

ついては反対との結論に至った。
今後も議会の派遣事業は、全額市

民の税金を使ってまで実施すべきなの
か、再考すべきである。

賛
成

討論 >>> 姉妹都市訪問代表団
（オーストラリア・リバプール市）
議員派遣を決定（賛成２１ 対 反対４）

山崎　雅俊 議員

議員を派遣し意見交換や
交流は大変重要

海外姉妹都市提携・友好都市締結については、
都市選考過程から市と議会双方の責任において取
り組んできた施策であり、戸田市議会にとって議員
を派遣し、相手行政や議会との意見交換や交流を
することは、その施策を実施する上で大変重要な
ことである。
また、今年度、議会運営委員会において、議員
の海外派遣について、その目的や日程、派遣議員
の選考など、幾度となく議論を交わし、真摯に取り
組んできたことから、海外姉妹都市への議員派遣
に賛成する。

反
対

熊木　照明 議員

混迷を深めているときに
こそ相互理解と親善を

今回の派遣は、議長が、今後の議員の海外派遣
の在り方について、各会派から個別に意見を伺い、
いずれの会派からも派遣を否定する意見はなく、
派遣目的や人数、行程等について、各会派の意見
の擦り合わせを十分に行えば、議員の海外派遣は
可能であるとの認識に立ち、議会運営委員会で協
議を進めてきた。また、目的を達成するための行
程案を議長が作成し、議会運営委員会に提案、全
ての会派から賛同を得た。
行程案について一部調整中であるが、派遣目的

に沿った行程となるよう、さらに調整を進めていく
ことが確認されている。にもかかわらず反対討論
者は、リバプール市が要望を受け入れなかったこと
を反対の理由に掲げているが、相手の都合を考え
ない、自分勝手な要求であると考える。
世界情勢が混迷を深めているときにこそ、姉妹
都市交流を通じて、相互理解と友好親善を深める
ことは、世界の平和と繁栄に貢献する、大変意義
のある活動であり、賛成する。

賛
成

三浦　芳一 議員

行ったり来たりの交流が
世界平和につながる

姉妹都市交流の趣旨について協定書では、「教
育・文化・スポーツ・経済の交流を通じ、両市間
の相互理解を深めるとともに、両国の親善に貢献
するため姉妹都市として提携する」とある。戸田市
は、開封市・リバプール市とは友好親善の歴史を
積み重ね、大きな成果を出してきた。それは、行っ
たり来たりの交流を通して、お互いが知り合い、友
情を深め、友人をつくっていくことが、ひいては世
界平和につながっていくものと信じての、とても大
事な事業の一つと考えているからである。
反対討論者は８月９日の議会運営委員会におい

て、「基本的に29年度の海外派遣は、目的も行程
も示されているので、実施してもいいのではない
か」と、はっきり言っている。ところが突然反対に
転じた姿勢は無責任であり、理解に苦しむ。
不安定な情勢が続いているとき、市民による民

間交流、地方行政や議会の交流こそが、大きな世
界的平和への潮流を築いていけることを確信し、
賛成する。

賛
成

▲リバプール市主催の姉妹都市調印式（平成５年２月）

「防 犯 カ メ ラ」
町会・自治会に補助金新設


